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りことパスは、主に理工学分野の授業に関連するトピックについて、

学習の初めの一歩となる資料やWebサイトを紹介するテーマ別調べ方ガイ
ドです。理工学図書館のラーニング・サポーター (LS) が作成していま
す。学習やレポート作成に活用してください。 
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微分方程式とは、未知関数とその導関数の関係式として書かれている関数方

程式です。微分方程式を解く研究は様々な現象や法則を解明するにあたって

重要であり、世の中は微分方程式で表せるといっても過言ではありません。 

1. イントロダクション 

微分方程式の種類を把握し、それを見極めることが大切です。微分方程式は

大きく分けると二種類あります。一つ目は、変数が一つしかない場合です。 

これを常微分方程式を言います。二つ目は、変数が複数ある場合です。これ

を偏微分方程式と言います。まずは常微分方程式を解くことがスタートです。

常微分方程式の中には様々な種類が存在し各々に最適な解法があり、各種

の常微分方程式の解法を覚えて使いこなせるようになる必要があります。  

■ 基礎からの微分方程式 : 実例でよくわかる / 稲岡毅著  

  【書誌 ID=2004245171 】 

変化や変動を伴う自然現象を支配する微分方程式の法則･原理から 

記述されています。微分方程式を勉強し始めた人のための入門書です。  

■ 常微分方程式入門 : 基礎から応用へ / 俣野博著   

  【書誌 ID=2003579002 】 

常微分方程式の解の意味から常微分方程式の基礎的なコンセプトを 

紹介する教科書です。 

2. 学習用資料 

1-1. [微分方程式」とは？ 

1-2.学習のポイント 

2-1.最初に読む本 



■ 微分方程式・ラプラス変換・フーリエ解析 / 一色秀夫, 塩川高雄共著  

 【書誌 ID=2004265818 】 

 電気電子工学の交流電圧・電流における振動系の特性関係から 

 微分方程式の応用を説明する本です。 

 

■ 微分方程式による計算科学入門 / 三井斌友, 小藤俊幸, 齊藤善弘著 

【書誌 ID=2003614687 】 

 大学での基本的な数学科目の知識をベースに、計算科学について 

 手近に学ぶことが出来る一冊です。 

2-2.参考書としておすすめ！ 

■ 微分方程式キャンパス・ゼミ / 馬場敬之, 久池井茂著  

  【書誌 ID=2004036902】  

■ 常微分方程式キャンパス・ゼミ / 馬場敬之, 久池井茂著 

  【書誌 ID=2004177142】 

■ 偏微分方程式キャンパス・ゼミ/ 馬場敬之, 高杉豊著 

  【書誌 ID=2004150579】 

■ ラプラス変換キャンパス・ゼミ/ 馬場敬之著 

  【書誌 ID=2004348886】 

■ フーリエ解析キャンパス・ゼミ/ 馬場敬之著 

  【書誌 ID=2004439256 】 

参考書の定番、マセマ出版「キャンパス・ゼミ」シリーズ！ 

基本的な問題の解き方を分かりやすく学べます。 

2-3.さらに理解を深めるために 

●図書名・雑誌名の後に【書誌ID】（10桁の数字）があるものは、大阪大学で  
 所蔵しています。この書誌IDで、大阪大学OPAC（蔵書検索システム）を検索 
 することができます。 

https://opac.library.osaka-u.ac.jp/  
 

●パスファインダーは、図書館サイトでも見ることができます。 
https://www.library.osaka-u.ac.jp/pathfinder/ 



※このパスファインダーは、理工学図書館LSが作成しています。 

３. 学習に役立つツール 

■ wolfram alpha 

http://ja.wolframalpha.com/ 
 

オンラインで使用できる数学用の検索エンジンで、 

有名な数学ソフト、「Mathematica」を開発している会社の

Webサービスです。 

数式を打ち込むことで、微分、積分、グラフ化、そして微分方程式の解を 

求めることまで出来ます。2018年6月に日本語Ver.も公開され、さらに使い

やすくなりました。 

■ 乱流の数値シミュレーション / 梶島岳夫著   【書誌 ID=2004331350 】 

阪大の先生が書いた流体の数値計算に関する参考書です。 

実際の流体における偏微分方程式の数値解析に着目して、流体の数値シ

ミュレーションに用いられる数値解法とモデルを実用本位に解説した本です。  

2-3.もっと深く知りたい人は・・・ 

発行者：理工学図書館 
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改訂：2018年8月 マテリアル生産科学専攻LS作成（指導教員監修済） 

■理工学図書館LS（ラーニング・サポーター）とは…？ 

工学研究科の院生が皆さんの先輩として、理工学図書館東館１階LSデスクで、
学生からの様々な学習相談に対し、サポートやアドバイスをしています。 
 

 

●他にも… ・各LSの経験や専門を生かした講習会の開催 
      ・図書館の利用案内ツアー・学部生に役立つ本の選書、本の展示  など  

■LSの活動はFacebookやTwitterでも、随時紹介しています。 
 

                   

                       

 https://www.facebook.com/  
   tarikou.osakaunivlib 

https://twitter.com/ 
LS_OUrikolib 


